
バイオロギングで実現するInternet of Animals

佐藤克文（東大大海研）・吉田聡（京大防災研）

“サイバーオーシャン：次世代型海上ナビ機構”
CREST人工知能 スモールフェーズ



気象予報

昨日の夕方の時点の予報 今日の昼の様子と今後の予報

Yahoo天気 2020年9月23日



観測船

係留ブイ

人工衛星 アルゴフロート



Boyer et al. 2018 World Ocean Database 2018. NOAA Atlas NESDIS 87.

アザラシに付けた装置による観測

アザラシを使った海洋観測データ密度



海洋・気象観測とモデルのバトンパス

現在

数ヶ月先
の予測

１．海洋観測データ
衛星、ARGOフロート
係留ブイ、観測船など

２．気候モデルに同化
予測のための初期化

３．将来予測
気候モデルの時間積分

全く異質で独立な情報を入力し 現在と将来の精度を上げる

データ同化数値実験



ウミガメが貢献する水温の季節予報



・アルゴフロートや船舶による測点
・ウミガメによる測点

Doi et al. (2019) Frontiers in Marine Science

水深が浅くアルゴフロートを投入できない

ウミガメが貢献する水温の季節予報



ヒメウミガメによる

水温観測により

表層混合層の厚さが

正確に把握できた

データ同化後

同化前

実測値

ウミガメが貢献する水温の季節予報

Doi et al. (2019) Frontiers in Marine Science



ヒメウミガメデータが3ヶ月後の水温予想値を改善
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ウミガメデータ同化後計算値

ウミガメデータ同化前計算値

実測値

ウミガメが貢献する水温の季節予報

Doi et al. (2019) Frontiers in Marine Science
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各種メディアで成果紹介

・Yahooニュース 2020年3月3日
「ウミガメの観測データが、動物行動学と気候変動の
研究で大活躍した」

・読売新聞 2020年3月8日
「海中水温ウミガメで観測 バイオロギング気象予報に活躍」

他、朝日新聞、東京新聞、毎日新聞

・テレビ朝日報道ステーション 2019年12月16日



アカウミガメ

人工衛星データ

Miyazawa et al. (2019) Ocean Dynamics

ウミガメが貢献する水温分布把握



Miyazawa et al. (2019) Ocean Dynamics

補正前
アルゴブイや船舶
データで補正後 ウミガメデータで補正後
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広く正解値として認識されているモデル計算値に
低水温バイアスが存在する事が発見された

ウミガメが貢献する水温分布把握



宮澤泰正
(JAMSTEC)

研究成果の社会への波及効果



海鳥もやってます

海上風 (Yonehara et al. 2016 PNAS)

表面流 (Yoda et al. 2014 Prog Oceanogr)

＋波浪

オオミズナギドリ

フライトレコーダー



有義波高 有義波周期

Pearson’s R = 0.98 Pearson’s R = 0.97

鳥の加速度・GPSデータから波浪を推定
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By 坂本健太郎（大海研）



2018/19＆2019/20 亜南極クロゼ諸島へ

大容量リチウムイオン
バッテリー

フライトレコーダー(JAXA)



その後（2020〜） コロナ禍の影響

•後藤佑介（海外学振）東京で足止め

•岩手県における海鳥調査

漁師の協力得られず

•岩手県におけるウミガメ調査

大学院生の長期滞在により継続

with コロナの時代の新しいやり方を模索中

YouTubeによる課外授業etc.



餌分布

風や流れ

波浪
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餌生物


